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話題
は
じ
め
に　

　

セ
レ
ス
テ　

Ｌ 

・
ア
リ
ン
ト
ン
女
史

は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
政
治

学
と
国
際
問
題
の
准
教
授
で
す
。
研
究
テ

ー
マ
は
「
法
と
社
会
の
変
化
、
法
曹
、
社

会
運
動
、
民
主
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
メ
デ
ィ

ア
、
比
較
政
策
プ
ロ
セ
ス
」
で
あ
り
、
韓

国
と
日
本
の
地
域
を
対
象
に
し
た
研
究
を

し
て
い
ま
す
。
主
に
政
策
と
法
の
解
釈
を

中
心
と
し
た
様
々
な
研
究
を
行
い
、
多
く

の
論
文
を
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
日
本
と
韓
国
の
政
策
の
相
違
、
社
会

活
動
の
実
践
を
知
る
た
め
に
、
来
浜
さ
れ

ま
し
た
。
実
は
、
浜
松
に
来
た
の
は
、
公

益
社
団
法
人
地
域
医
療
振
興
協
会
ヘ
ル
ス

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
、

中
村
正
和
先
生
か
ら
の
推
薦
が
あ
り
ま
し

た
。
当
然
な
が
ら
、
彼
女
の
日
本
語
の
コ

え
、
５
月
21
日
（
日
）
に
来
浜
さ
れ
ま
し

た
。
前
も
っ
て
ザ
・
ハ
マ
ナ
コ
最
上
階
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
会
場
を
用
意
し
ま
し
た
。

浜
松
駅
ま
で
は
Ｊ
Ｒ
新
幹
線
で
、
そ
の
後

Ｊ
Ｒ
東
海
線
で
２
つ
目
の
舞
阪
駅
で
出
迎

え
ま
し
た
。

　
決
し
て
大
柄
で
は
な
い
の
で
す
が
、
純

粋
な
眼
差
し
の
中
に
洞
察
力
を
秘
め
た
清

楚
な
女
性
で
し
た
。
ま
ず
、
２
０
０
８
年

か
ら
境
内
全
面
禁
煙
を
実
践
し
て
い
る
息お
き

神
社
を
案
内
し
、
昼
食
は
白
焼
き
う
な
ぎ

専
門
店（
宇
奈
貴
）・食
事
処
う
ふ
み
亭（
鰻

は
好
物
で
す
）。
今
回
は
政
策
面
の
視
察

で
も
あ
り
、
浜
松
市
議
会
議
員
の
稲
葉
大

輔
氏
も
お
招
き
し
ま
し
た
。

ザ
・
ハ
マ
ナ
コ
13
Ｆ 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ル
ー
ム

　
ホ
テ
ル
関
係
者
に
、
こ
れ
ま
で
の
６
枚

の
ポ
ス
タ
ー
「
浜
松
に
お
け
る
喫
煙
対
策

推
進
」
を
掲
示
し
ま
し
た
。
23
年
掛
け
た

浜
松
市
の
喫
煙
対
策
の
静
寂
な
る
鳴
動
が

一
目
瞭
然
で
し
た
。

 

「
こ
れ
を
続
け
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
の

理
解
が
深
ま
り
、
市
民
レ
ベ
ル
で
健
康
意

識
も
高
揚
し
ま
し
た
。
行
政
主
導
で
は
な

加
藤
一
晴　
政
令
市
浜
松
の
健
康
政
策
を
支
援
す
る
会
・
代
表
理
事

話
題
●
～
ワ
ォ
‼  

米
国
民
よ
り
低
い
浜
松
市
民
喫
煙
率
９・７
％
～

セ
レ
ス
テ
博
士

浜
松
市
民
の
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
活
動
に
驚
く
!

ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
完
璧
で
し
た
。

５
年
ぶ
り
の
来
日

　
米
国
生
ま
れ
で
す
が
、
現
在
は
ド
イ
ツ

在
住
と
の
こ
と
。
短
期
間
の
日
本
滞
在
で

は
複
数
の
取
材
計
画
が
あ
る
よ
う
で
す
。

日
本
で
の
拠
点
は
東
京
の
ホ
テ
ル
に
構

インタビュー特設会場のザ・ハマナコ 

ザ・ハマナコ最上階（13F）特設インタビュールームで。
右から稲葉大輔氏（浜松市議会議員）、セレステ　Ｌ・アリントン女史（ジョージワシントン大学准教授）、筆者。 

※ アドボカシー＝擁護や支持をすること。 
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話題
く
市
民
力
の
問
題
で
し
ょ
う
か
？
」。

「
素
晴
ら
し
い
市
民
活
動
で
す
ね
。
米
国

の
よ
う
で
す
…
…
」。

　
23
年
間
継
続
し
て
い
る
小
学
校
喫
煙
防

止
教
育
、
地
元
祭
典
禁
煙
化
、
浜
名
湖
花

博
喫
煙
対
策
、国
体
会
場
受
動
喫
煙
対
策
、

空
港
喫
煙
対
策
、
Ｊ
Ｒ
浜
松
駅
マ
ナ
ー
灰

皿
撤
去
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
喫
煙
対
策
、

飲
食
店
禁
煙
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
な

ど
、
世
論
形
成
を
背
後
に
着
実
に
進
ん
で

い
る
健
康
意
識
の
高
ま
り
を
、
時
系
列
で

示
し
た
ポ
ス
タ
ー
に
感
動
し
て
い
ま
し

た
。
中
央
か
ら
の
指
示
で
は
な
く
、
言
わ

ば
、
十
分
形
成
さ
れ
た
世
論
を
背
後
に
し

た
局
地
戦
を
実
践
し
ま
し
た
。
竹
槍
部
隊

で
Ｂ
29
（
爆
撃
機
）
に
立
ち
向
か
う
と
言

っ
た
ら
言
い
過
ぎ
で
し
ょ
う
か
。

絶
対
数
の
論
理

　
民
主
主
義
の
原
則
は
、
多
数
決
の
原
理

と
少
数
派
の
権
利
（M

ajority Rule, 
M

inority Rights

）
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
と
さ
れ
ま
す
。
地
域
に
お
い
て
、
説

得
力
や
蓋が
い
ぜ
ん然
性
を
高
め
る
に
は
、
事
象
の

趨す
う
せ
い勢

を
提
示
す
る
こ
と
で
す
が
、
成
功
体

験
を
示
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
言
わ
ば
「
○

○
人
数
が
理
解
し
て
く
れ
て
、
上
手
く
い
っ

た
の
で
、△
△
人
に
も
協
力
い
た
だ
き
た
い
」。

喫
煙
対
策
の
具
体
例
を
例
に
挙
げ
れ
ば

①
浜
名
湖
花
博
来
場
者
５
５
０
万
人
と
息

神
社
祭
典
参
加
者
３
０
０
０
人
。

②
広
域
自
治
体
神
奈
川
９
０
０
万
人
と
政

令
市
浜
松
80
万
人
。

③
と
げ
ぬ
き
地
蔵
尊
高
岩
寺
参
拝
者

８
０
０
万
人
と
息
神
社
祭
典
参
加
者

３
０
０
０
人
を
対
比
さ
せ
ま
し
た
。
更

に
、
息
神
社
祭
典
喫
煙
対
策
の
礎
と

し
て
「
定
」
を
建
て
ま
し
た
が
、
鎌

倉
鶴
岡
八
幡
宮
の
「
定
」
と
同
じ
モ

デ
ル
で
あ
り
、
事
前
に
鶴
岡
八
幡
宮

社
務
所
か
ら
使
用
許
可
を
得
た
も
の

で
す
。

④
浜
松
マ
ナ
ー
灰
皿
撤
去
活
動
に
は
、
近

隣
基
礎
自
治
体
の
健
康
増
進
部
門
職

員
も
招
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
よ
う
に
国
内
で
先
駆
的
と
思

わ
れ
る
箇
所
と
の
共
同
作
業
に
よ
り
、
地

域
住
民
の
健
康
意
識
は
さ
ら
に
高
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
23
年
間
の
受
動
喫
煙
防
止

活
動
に
よ
り
、
市
民
喫
煙
率
は
９・
７
％

ま
で
低
下
し
ま
し
た
。

　
政
策
研
究
者
と
市
議
会
議
員
と
の
面
談

で
は
、
積
極
的
に
法
整
備
を
し
て
支
援
す

る
国
家
と
、
個
人
の
道
徳
的
判
断
に
委
ね

る
国
家
の
違
い
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

セ
レ
ス
テ
博
士
は
１
９
９
０
年
以
降
、

韓
国
と
日
本
の
政
策
立
案
を
テ
ー
マ
に
研

究
し
、
障
害
者
の
権
利
や
種
々
の
タ
バ
コ

規
制
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
韓
国
の
よ
り
法
律
主
義

的
な
改
革
は
、
よ
り
強
力
な
権
利
主
張
の

選
択
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
日
本
は
批
准
前
に
国
内
法
を
改

正
し
国
際
条
約
と
調
和
さ
せ
ま
す
。
国
際

的
な
規
範
の
追
求
に
遅
れ
が
出
ま
す
が
、

国
民
性
の
差
な
の
か
ど
う
か
、
セ
レ
ス
テ

博
士
の
研
究
は
続
き
ま
す
。

　
セ
レ
ス
テ
博
士
の
書
か
れ
た
論
文
『
マ

ナ
ー
か
ら
ル
ー
ル
へ　
韓
国
と
日
本
に
お

け
る
法
律
主
義
的
政
策
解
決
の
た
め
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
』
に
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
稲
葉
氏
は
「
浜
松
に
は

路
上
喫
煙
を
禁
止
す
る
条
例
が
な
い
が
、

街
中
で
喫
煙
者
を
見
か
け
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
か
な
り
健
康
意
識
が
高
い
と
思

い
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
し
か
し
若
者
中
心
に
加
熱
式
タ
バ
コ
の

台
頭
が
あ
る
の
で
、
筆
者
は
そ
の
現
状
を

何
と
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
セ
レ

ス
テ
博
士
は
、「
そ
の
傾
向
は
海
外
で
も

見
ら
れ
始
め
て
い
ま
す
ね
」
と
危
機
感
を

募
ら
せ
ま
し
た
。

お
わ
り
に
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で
、
ベ
ン
チ
・
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
・
競
技

場
で
の
日
本
人
選
手
や
フ
ァ
ン
の
対
応

セ
レ
ス
テ
博
士
と 

稲
葉
市
議
と
の
対
談

は
、
世
界
中
に
驚
き
を
も
っ
て
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。
別
に
罰
則
が
あ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
内
に
秘
め
た
る
道
徳
心
・

誇
り
や
良
心
に
よ
る
で
し
ょ
う
。

　

罰
則
の
有
無
で
左
右
さ
れ
な
い
の
は
、

改
正
健
康
増
進
法
に
な
っ
て
か
ら
も
、
罰

金
や
科
料
を
納
め
る
人
が
い
な
い
と
い
う

こ
と
か
ら
も
想
像
で
き
ま
す
。
日
本
人
の

国
民
性
と
し
て
、
個
人
レ
ベ
ル
の
規
範
、

道
徳
心
や
良
心
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
こ

と
が
多
い
と
考
え
ま
す
。
少
な
く
と
も
浜

松
市
民
の
健
康
意
識
は
全
世
界
に
誇
れ
る

も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

  

セ
レ
ス
テ　

Ｌ
・
ア
リ
ン
ト
ン
准
教
授

  （
ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
）

　

研
究
テ
ー
マ
：
法
と
社
会
の
変
化
、
法
曹
、

社
会
運
動
、
民
主
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
メ
デ
ィ

ア
、
比
較
政
策
プ
ロ
セ
ス
に
対
し
、
韓
国
と

日
本
と
を
地
域
的
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
（
博

士
号
）、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
：M

Phil

。
プ

リ
ン
ス
ト
ン
大
学
：
学
士
号
、
マ
ン
ス
フ
ィ

ー
ル
ド
財
団
の
日
米
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

米
韓
学
者
・
政
策
立
案
者
ネ
ク
サ
ス
の
メ
ン

バ
ー
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
：
日
米
関
係
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
上
級
研
究
員
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
高

等
研
究
所
の
社
会
科
学
部
の
メ
ン
バ
ー
。
Ｇ

Ｗ
の
研
究
担
当
副
学
長
室
は
、
２
０
２
１
年

の
早
期
キ
ャ
リ
ア
研
究
奨
学
生
賞
を
授
与
。

  

稲
葉
大
輔
氏
（
い
な
ば 

だ
い
す
け
）

  

浜
松
市
議
会
議
員
（
西
区
選
出
３
期
）

　

自
由
民
主
党
浜
松
所
属
。
１
９
７
４
年（
昭

和
49
年
）
３
月
25
日
、
浜
松
市
舘
山
寺
町
生

ま
れ
。
48
歳
。
静
岡
県
立
浜
松
北
高
等
学
校

卒
後
、
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
入
学
、
同

校
卒
業
の
後
、
株
式
会
社
東
京
ド
ー
ム
勤
務

を
経
て
、
家
業
再
生
に
ホ
テ
ル
鞠
水
亭
に
就

職
。
29
歳
の
と
き
浜
名
湖
え
ん
た
め
（
環
浜

名
湖
の
観
光
振
興
を
考
え
る
会
）
を
設
立
し
、

遠
州
灘
天
然
と
ら
ふ
ぐ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
花

と
緑
の
浜
松
・
浜
名
湖
フ
ラ
ワ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
、
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
ツ
ア
ー
、
フ
ィ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
地
域
活
性
映
画
製
作
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
天
ま
で
あ
が
れ
！
！
」
第
２

作
、「
書
道
ガ
ー
ル
ズ
青
い
青
い
空
」
な
ど
、

地
域
お
こ
し
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
推
進
し

て
い
る
。

政策研究者（セレステ博士）と
市議会議員（稲葉大輔氏）との対談。


